The Lepidopterological Society of Japan 


188 蝶 と 峨 Ty6 to Ga Vol. 33, No. 3 & 4, 1983 





以下 は 解釈 の 問題 で ある が , フォ リピ ン 産 の 一 群 が 単 系 統 群 だ と する と 方 向 性 の 一 致 は 偶然 で , 種 分 
化 は フィ リピ ン で お こっ た と いう こと に な る . 一 方 , 多 系 統 群 だ と する と 方 向 性 が 決定 し た 後に フィ リ 
ビン 各地 で 隔離 が 行わ れ た と いう こと に な る . 我々 は 後者 の 解釈 を 選 世 . 

斑紋 の 類似 は 収載 に よる も の で , これ は 捕食 者 に 対し て 集団 効果 を 示す 一 種 の 生存 戦略 で あろ う . ま 
た 件 標 の 特 化 は 斑紋 に か わる 同種 の 認知 手段 で あり , その 方 向 性 は むし ろ 後 発 的 な も の と 思わ れる . 

さら に より よい 解釈 の た め に は , 生態 ・ 行 動 ・ 発 生 学 な どの 検討 を 要する . 


3. ナミ アゲ ハバ 変態 過程 に お ける 神経 系 の 形態 変化 農 川 謙太 郎 (関東) 

ナミ アゲ へ の 神経 系 が , 後 腔 発生 の 過程 で どの よう な 形態 的 変化 を 起こ すか を , 光学 顕微 鏡 と 電子 顕 
微 鏡 を 併用 し て 調べ た . 

中 枢 神 経 系 を な す 神 経 節 数 の 減少 と , 末 栓 神経 断面 の 電子 顕微 鏡像 を 主 な 指標 に し て みる と , ナミ ア 
ゲハ の 暴 期 は お お ま か に 3 段階 に 区 分 する こと が で きる . この 段階 は 成虫 の 外部 形態 の 形成 段階 と 対応 
づけ られ る ( 表 1. 

。 末 橋 神 経 の 断面 を 電子 顕微 鏡 で 観察 する と , 神経 細胞 の 軸 索 が 1 本 1 本 グリ ア 細 胞 に 包ま れ , それ ら 
が 集まっ て 1 本 の 軸 索 東 を な し て いる の が わか る . その 軸 索 束 は 特殊 化し た グリ ア 細 胞 の 層 に 包ま れ , 
さら に その 上 を 基底 層 が 囲ん で いる . 各々 の 要素 は 発生 段階 に 応じ て 大 きく 変化 する が , 特に 軸 索 と そ 
れ を 直接 に 包む グリ ア 細 胞 の 形態 は 極め て 劇 的 な 変化 を 示す . 成虫 期 に は 全て の 軸 索 が 各々 他 の 軸 索 と 
グリ ア 細 胞 に よっ て 分 離さ れ て いる が , 幅 の 初期 , 中 期 で は その 傾向 は 顕著 で は な い . また , グリ アプ ア 細 
胞 中 の 微小 管 の 密度 も , 幼虫 期 で 高く , 贅 期 で 低く , 成虫 期 で 非常 に 高く な る . これ ら の 変化 は , 幼虫 

















表 1. ナミ アゲ へ の 発生 段階 判別 基準 


























取 才 閣下 部 複眼 脚 填 7 放 人 
幼 中 8 3 ー ー ー ー 因 
前 交 7 3 ー ー ー ー 
上 由 。 ST.1 0 7 3 ー ー ー ー ー 
國 ST・2 1 5 3 十 十 = = es 
幅 ST・3 3 5 (4) 1 十 十 一 = = 
由 。 ST.4 6 4 1 の ー + + + 
昌 ST-5 8 4 1 〇 の の 〇 の 中 
区 昌 12 9 1 〇 の 〇 〇 J 
ー: 構造 は 未完 成 . 
二 : 構造 は 完成 し て いる が , 未 着色 . 
の : 完成. 
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か ら 成 虫 へ の 行動 型 の 変容 に と も な う 神 経 活動 の 変化 に 対応 し て いる も の と 考え られ る . 

腹部 未 端 神経 節 の 最後 尾 か ら 伸び る 末 栓 神経 の 断面 の 電子 顕微 鏡像 か ら , その 中 に 含ま れる 軸 索 の 本 
数 と 軸 索 束 の 面積 を 計測 し , 各 ス テー ジ で 比較 し た . その 結果 , 軸 索 東 の 面積 は 発生 段階 が 進行 する 
の と 平行 し て 増大 する が , 軸 索 の 数 は 幼虫 期 と 成虫 期 で は ほ 同 数 で ある に も か か わ ら ず , 幅 期 の 途中 
(Stage 2) で 約 半数 に 減少 する こと が わか っ た ( 図 1. この 減少 が 本 当 に 軸 索 が 減少 し た 結果 か , 電子 
台 徴 鏡 で 軸 索 と 認め 難い 他 の 構造 に 変化 し て 了 っ た 為 に 計数 きれ な か っ た 結果 か は , 現在 の と ころ 不明 
で ある . いずれ に せよ , 再び 数 を 増す 時 期 と グリ ア 細 胞 に よる 軸 索 の 包み 込み , 成虫 の 感覚 器 の 機能 獲 
得 が ほぼ 同時 に 起き る 事実 は 興味 深い . 








4. 4rtogeia 属 各種 の 発 香 鱗 の 外部 形態 に つい て 藤 井 恒 (近畿) 

4rtogeia 属 は 雄 成 虫 の 欧 表 た 存在 する 特異 な 形 (いわ ゆる 西洋 な し 形 ) を し た 発 香 鱗 androconia に 
ょ っ て 特徴 づけ られ , Pieris 属 や 他 の 近 縁 属 と は 明確 に 区 別 さ れる . また , この 発 香 鱗 の 形態 は 律 に よ 
っ て 異な る と いわ れ , し ば し ば 分 類 の 手段 と し て 利用 され て きた . な か で も , WARREN (1961, 63) の 





走査 電子 顕微 鏡 を 用 いて この 再 検討 を 行い , 同時 に 4rtogeia 属 内 の グル ー ビ ン グ を 試み た 

今回 は 発 香 鱗 と 発 香 の うと の 関係 を 重視 し た た め , 表側 に 比べ て より 単純 な 表面 構造 を も つ 裏 側 ( 交 
側 ) の 走査 電 顕 写真 に と もとづき, 本 属 を 次 の 6 群 に 分 類 し た - 

1. Dubernardi 群 (dubernardi, chumbiensis, davidis) ; 

発 香 の う の 大 き さ は 普通 (mapi 程度 ). 発 香 鱗 の くびれ , 伸長 は 小さ く , 基部 両 腕 は その 先端 が 突出 
し て 開く . 発 香 鱗 の 長 さ は 0.1 mm 程度 で あり , 概 形 は napi-melete 群 に 近い ・ 

ll. Napi-melete 笑 

a) Napi 群 (napi, virginiensis, bryoniae, ochsenheimeri, ergane): 発 香 の う の 大 き さ は 普通 . 発 香 
鱗 の くびれ は や や 大 きい が , 伸長 は 小さ い . 基部 両 腕 は 開か な い の が 普通 で ある が , 基部 付近 の 形態 に 
は 変異 が 著しい . 

b) Melete 群 (melete, の gg) : 発音 の う は 著しく 大 きぐ, 発 香 鱗 の くびれ も 大 きい . 他 は napr 群 
と 同様 . 

c) Extensa 群 (extensa) : 全体 に や や 小型 . 発 香 の う は 小さ い . 発 香 鱗 の く びれ は 大 きい が 伸長 は 
小さ い . 基部 両 腕 は 開く . 

III. Agpge 和 群 (rapae, manni, canidia, tadjika) 

全体 に や や 大 型 だ が , 発 香 の う は 小さ い . 発 香 鱗 は 先端 に 向かっ て 伸長 し , 大 きく く びれ る . 基部 両 
腕 は ほぼ 平行 . 

IV. Krueperi 群 (krueperi, mahometana) 

全体 に 小型 . 発 香 の う は 小さ い . 発 香 鱗 の くびれ , 伸長 は 小さ い . 基部 両 腕 は ほぼ 平行 で , その 先導 
は 丸 味 を も ゃ つ . 

4rtogeia 届 の 発 香 鱗 と 発 香 の う の 形態 は , rapae 群 を 除い て 各 群 内 の 種 問 で は 非常 に よく 似 て お り , 
個体 間 ・ 個 体内 の 変異 を 考慮 する と , 発 香 鱗 の ささ いな 形 の ちがい に よっ て 種 を 分 ける こと は 殆 ん と 意 
味 を 持た な いと 考え られ る . 





S. シロ チョ ウ 科 発 香 鱗 の 機能 と 形態 一 一 スジ グロ シロ チョ ウ の 場合 阿部 正喜 ・ 矢 田 億 (九州 ) 
BERGSTROM & LUNDGREN (1973) は , エゾ スジ グロ シロ チュ ウ の 発 香 鱗 に 由来 する 発 香 物 質 の 主要 
な 生物 学 的 役割 は , ? の 交尾 拒否 を 抑制 する こと で ある と し , さら に , 求愛 行動 の 際 に , づ の ホバー リ 
ング に よっ て 期 か ら 飛 び 散 る 発 香 鱗 が , ? の 周囲 で 発 香 物質 の 匂い を 発散 させ る と 考え た . 
我々 は , 彼ら の この 推測 を 作業 仮説 と し て , スジ グロ ン ロ チ ュ ョ ウ を 材料 に 用 い , 発 香 鱗 の 微細 構造 を 
再 検討 する と と も に , 発 香 鱗 が 羽化 後 の 経過 日 数 と と も に , と の 程度 次 か ら 脱落 し て いく か を , 普通 鱗 
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